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辛
貞
和
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
辛
貞
和
君
の
提
出
し
た
博
士
学
位
請
求
論
文
「
日
本
の
北
朝
鮮
政

策
（
一
九
四
五
～
一
九
九
二
）
ー
国
内
政
治
力
学
の
観
点
か
ら
l

I
」
は
、
日
本
政
府
・
自
民
党
、
社
会
党
、
共
産
党
な
ど
を
中
心
的

な
ア
ク
タ
ー
と
し
て
取
り
上
げ
、
日
本
の
朝
鮮
支
配
が
終
焉
し
た
一

九
四
五
年
か
ら
金
丸
・
田
辺
代
表
団
の
北
朝
鮮
（
朝
鮮
民
主
主
義
人

民
共
和
国
）
訪
問
を
契
機
と
し
て
日
朝
政
府
間
交
渉
が
開
始
さ
れ
、

決
裂
す
る
一
九
九
二
年
ま
で
の
時
期
の
日
本
の
北
朝
鮮
政
策
を
国
内

政
治
力
学
の
観
点
か
ら
分
析
し
た
力
作
で
あ
る
。
論
文
の
主
た
る
目

的
は
、
こ
の
間
の
日
本
の
北
朝
鮮
政
策
の
変
遷
を
冷
戦
、
デ
タ
ン
ト
、

新
冷
戦
、
冷
戦
終
結
な
ど
の
国
際
環
境
と
の
関
係
で
整
理
す
る
だ
け

で
な
く
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、
自
民
党
、
社
会
党
、
共
産
党
、
さ

ら
に
は
そ
の
内
部
派
閥
に
ま
で
注
目
し
、
国
内
政
治
力
学
の
観
点
か

ら
立
体
的
に
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
論
文
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
章
　
北
朝
鮮
政
策
を
め
ぐ
る
国
内
政
治
力
学

　
第
一
節
研
究
の
目
的

　　第
第第二第第第
二一章四三二
節節　節節節

　第　　　　第　　　　第
第五第第第第四第第第第三第第
一章四三二一章四三二一章四三
節　節節節節　節節節節　節節

　
国
内
政
治
力
学
の
構
図
－
三
つ
の
パ
タ
ー
ン

　
研
究
の
意
義

　
論
文
の
構
成

北
朝
鮮
政
策
「
原
型
」
の
形
成

終
戦
と
在
日
朝
鮮
人
問
題

北
朝
鮮
（
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
）

と
在
日
朝
鮮
人
政
策

講
和
条
約
と
朝
鮮
半
島
政
策

日
韓
国
交
正
常
化
と
北
朝
鮮
政
策

の
成
立

北
朝
鮮
と
の
関
係
改
善
の
模
索

　
デ
タ
ン
ト
の
始
動
と
朝
鮮
半
島
政
策

　
日
朝
国
交
正
常
化
後
の
北
朝
鮮
政
策

　
日
本
社
会
党
の
北
朝
鮮
一
辺
倒
政
策

　
日
朝
経
済
交
流
の
拡
大

「
二
つ
の
朝
鮮
」
政
策

　
朝
鮮
半
島
の
緊
張
高
潮
と
「
二
つ
の
朝
鮮
」
政
策

　
サ
イ
ゴ
ン
陥
落
後
の
北
朝
鮮
政
策

　
日
本
社
会
党
の
韓
国
政
府
黙
認
政
策

　
日
朝
貿
易
の
行
き
詰
ま
り

国
交
正
常
化
交
渉
の
開
始
と
頓
挫

　
韓
国
の
「
七
・
七
宣
言
」
と
日
本
の
北
朝
鮮
政
策
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第
二
節
　
超
党
派
外
交
の
台
頭

　
第
三
節
　
金
丸
・
田
辺
訪
朝
団

　
第
四
節
　
国
交
正
常
化
会
談

第
六
章
　
要
約
と
結
論

　
第
一
章
で
は
、
戦
後
日
本
の
国
内
政
治
勢
力
、
と
り
わ
け
政
府
・

自
民
党
を
代
表
と
す
る
保
守
勢
力
と
社
会
党
を
中
心
と
す
る
革
新
勢

力
の
関
係
が
日
本
の
北
朝
鮮
政
策
を
め
ぐ
っ
て
ど
の
よ
う
に
作
用
し

た
の
か
が
概
観
さ
れ
、
約
半
世
紀
の
間
に
、
そ
の
政
治
力
学
の
パ
タ

ー
ン
が
「
保
革
対
立
」
の
形
成
、
「
保
革
対
立
」
か
ら
「
対
立
の
な

か
の
補
完
」
、
「
対
立
の
な
か
の
補
完
」
か
ら
「
協
調
の
な
か
の
牽

制
」
へ
と
三
段
階
で
変
化
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

「
保
革
対
立
」
の
パ
タ
ー
ン
は
、
一
九
四
五
年
の
終
戦
か
ら
一
九
六

五
年
の
日
韓
条
約
締
結
ま
で
の
時
期
に
典
型
的
に
み
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
そ
の
後
の
日
本
の
北
朝
鮮
政
策
の
「
原
型
」
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
一
九
七
〇
～
一
九
八
O
年
の
時
期
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
保

革
対
立
」
に
対
し
て
、
革
新
勢
力
に
よ
る
「
補
完
」
の
要
素
が
加
わ

り
、
さ
ら
に
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
金
丸
・
田
辺
代
表
団
の
北

朝
鮮
訪
問
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
対
立
の
な
か
の
補
完
」
か
ら

「
協
調
の
な
か
の
牽
制
」
へ
の
変
化
が
み
ら
れ
た
。

　
第
二
章
で
は
、
第
一
段
階
の
「
保
革
対
立
」
と
い
う
原
型
パ
タ
ー

ン
の
形
成
を
主
題
に
、
占
領
下
の
日
本
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
政
策
、

朝
鮮
半
島
で
の
二
つ
の
国
家
の
誕
生
と
朝
鮮
戦
争
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
講
和
後
の
初
期
の
北
朝
鮮
政
策
、
韓
国
と
の
国
交
正
常
化
を
優

先
す
る
政
策
な
ど
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
終
戦
後
し
ば
ら
く
の
間
、

日
本
政
府
は
在
日
朝
鮮
人
が
日
本
共
産
党
や
北
朝
鮮
と
密
接
な
関
係

を
も
つ
こ
と
を
主
と
し
て
国
内
の
治
安
維
持
と
い
う
観
点
か
ら
警
戒

し
、
共
産
党
を
中
心
と
す
る
革
新
勢
力
と
対
立
し
た
。
「
保
革
対
立
」

の
パ
タ
ー
ン
は
、
北
朝
鮮
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
政
策
論
争
か
ら
と

い
う
よ
り
は
、
日
本
国
内
の
問
題
と
し
て
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
そ
の
後
の
朝
鮮
職
争
へ
の
対
応
を
め
ぐ
る
対
立
や
韓
国
と
の
国

交
正
常
化
を
優
先
す
る
政
策
が
、
「
保
革
対
立
」
の
パ
タ
ー
ン
を
強

化
し
、
定
着
さ
せ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
た
だ
し
、
日
本
政
府
の
政
策

に
南
北
朝
鮮
間
の
正
統
性
論
争
へ
の
関
与
を
最
小
限
度
に
止
め
た
い

と
の
欲
求
が
一
貫
し
て
存
在
し
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
章
で
は
、
ニ
ク
ソ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
に
始
ま
る
北
東
ア
ジ
ア

デ
タ
ン
ト
と
そ
の
影
響
下
で
南
北
朝
鮮
の
対
話
が
進
展
し
た
時
期
、

す
な
わ
ち
佐
藤
政
権
末
期
か
ら
田
中
政
権
ま
で
の
時
期
（
一
九
七
〇

～
七
三
年
）
に
、
「
保
革
対
立
」
の
構
図
が
ど
の
よ
う
な
変
化
を
遂

げ
た
か
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
政
府
・
自
民
党
は
デ
タ
ン
ト
を
北
朝
鮮

と
の
関
係
改
善
の
好
機
と
判
断
し
て
、
政
府
間
の
関
係
を
除
く
多
く

の
分
野
で
関
係
拡
大
を
試
み
た
。
そ
こ
に
は
、
南
北
朝
鮮
間
の
「
懸
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け
橋
」
を
演
じ
よ
う
と
す
る
意
図
さ
え
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
他
方
、

革
新
勢
力
の
側
で
は
、
北
朝
鮮
と
の
関
係
を
悪
化
さ
せ
た
共
産
党
に

代
わ
っ
て
、
社
会
党
が
左
派
主
導
の
下
で
北
朝
鮮
一
辺
倒
の
政
策
を

積
極
的
に
展
開
し
た
。
し
か
し
、
「
保
革
対
立
」
を
基
本
軸
と
し
つ

つ
も
、
社
会
党
は
日
朝
民
間
漁
業
協
定
締
結
を
仲
介
し
た
り
、
日
朝

友
好
議
員
連
盟
を
通
じ
た
交
流
を
推
進
す
る
な
ど
、
北
朝
鮮
へ
の
窓

口
と
し
て
、
新
た
に
政
府
・
自
民
党
の
北
朝
鮮
政
策
を
補
完
す
る
役

割
を
演
じ
た
。

　
第
四
章
で
は
、
一
九
七
三
年
の
金
大
中
拉
致
事
件
以
後
の
南
北
対

話
の
挫
折
、
一
九
七
五
年
の
サ
イ
ゴ
ン
陥
落
、
一
九
七
七
年
の
カ
ー

タ
ー
政
権
に
よ
る
在
韓
米
地
上
軍
の
削
減
な
ど
の
た
め
に
、
朝
鮮
半

島
情
勢
が
再
び
緊
張
し
た
時
期
、
す
な
わ
ち
三
木
、
福
田
政
権
下
で

デ
タ
ン
ト
が
頓
挫
し
た
時
期
に
、
政
府
・
自
民
党
と
革
新
勢
力
の
関

係
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
自
民
党
内
で
は
、

「
釜
山
赤
旗
論
」
を
か
か
げ
る
タ
カ
派
勢
力
が
韓
国
と
の
関
係
の
緊

密
化
を
要
求
し
た
の
に
対
し
て
、
朴
正
煕
照
政
権
の
反
民
主
的
な
傾

向
に
反
発
す
る
ハ
ト
派
勢
力
は
む
し
ろ
北
朝
鮮
と
の
関
係
改
善
を
主

張
し
た
。
他
方
、
北
朝
鮮
と
の
友
好
関
係
を
優
先
す
る
姿
勢
に
変
化

は
な
か
っ
た
が
、
社
会
党
は
逆
に
韓
国
と
の
交
流
の
必
要
性
を
認
め

ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
従
来
か
ら
の
「
保

革
対
立
」
の
構
図
の
な
か
で
、
「
対
立
の
な
か
の
補
完
」
と
い
う
社

会
党
の
役
割
が
よ
り
広
い
視
野
の
下
で
、
明
確
か
つ
意
図
的
に
追
求

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
五
章
で
は
、
日
米
両
国
の
北
朝
鮮
と
の
関
係
改
善
を
許
容
す
る

盧
泰
愚
大
統
領
の
「
七
・
七
宣
言
」
や
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
に
象

徴
さ
れ
る
冷
戦
終
結
を
背
景
に
、
戦
後
四
十
五
年
を
経
て
開
始
さ
れ

た
日
朝
国
交
正
常
化
交
渉
が
分
析
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
北
朝
鮮
と

の
国
交
正
常
化
の
必
要
性
は
と
も
か
く
、
韓
国
と
の
関
係
を
含
め
て
、

国
交
正
常
化
の
内
容
、
方
法
、
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
対
立

し
て
き
た
政
府
・
自
民
党
と
社
会
党
が
、
金
丸
・
田
辺
代
表
団
の
派

遣
を
通
じ
て
、
つ
い
に
国
交
樹
立
と
い
う
共
通
の
目
標
の
下
で
協
調

し
始
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
金
丸
と
田
辺
の
緊
密
な
人
間
的
関

係
や
両
党
間
の
協
調
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
以
後
北
朝
鮮
外
交
の

主
役
は
明
ら
か
に
社
会
党
か
ら
政
府
・
自
民
党
に
移
行
し
た
。
交
渉

開
始
以
後
、
政
府
・
自
民
党
は
社
会
党
の
協
力
を
必
要
と
し
な
く
な

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ま
で
北
朝
鮮
と
友
好
関
係
を
保

持
し
て
き
た
社
会
党
は
、
自
ら
の
独
自
の
政
治
的
立
場
を
維
持
す
る

た
め
に
、
交
渉
の
早
期
妥
結
を
要
求
し
つ
つ
、
政
府
・
自
民
党
を
牽

制
し
始
め
た
。
こ
れ
が
「
協
調
の
な
か
の
牽
制
」
で
あ
る
。

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
政
府
・
自
民
党
は
東
西
冷
戦
や
南
北
朝

鮮
の
対
立
と
い
う
国
際
環
境
を
客
観
的
な
事
実
と
し
て
受
け
入
れ
、

民
主
主
義
、
市
場
経
済
、
ア
メ
リ
カ
と
の
同
盟
関
係
な
ど
を
共
有
す
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る
韓
国
と
の
国
交
正
常
化
や
友
好
協
力
を
優
先
し
、
北
朝
鮮
に
対
し

て
は
一
貫
し
て
「
政
経
分
離
」
政
策
を
維
持
し
て
き
た
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
公
式
政
策
と
は
別
に
、
池
田
派
、
田
中
派
、
三
木
派
の

一
部
や
宇
都
宮
徳
馬
議
員
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
自
民
党
内
に
は

韓
国
に
偏
重
し
た
政
策
に
反
対
し
、
北
朝
鮮
と
の
関
係
改
善
を
主
張

す
る
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
、
そ
の
こ
と
が
デ
タ
ン
ト
や
日
中
国
交
正

常
化
な
ど
の
国
際
情
勢
に
促
さ
れ
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
り
、

政
権
次
元
の
党
内
闘
争
と
連
結
す
る
こ
と
も
稀
で
は
な
か
っ
た
。
デ

タ
ン
ト
時
期
の
北
朝
鮮
政
策
は
多
分
に
そ
の
影
響
下
で
形
成
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

　
他
方
、
社
会
党
を
中
心
と
す
る
革
新
勢
力
は
日
米
安
保
条
約
や
日

韓
条
約
に
対
す
る
反
対
運
動
の
延
長
線
上
で
北
朝
鮮
と
の
関
係
正
常

化
を
主
張
し
た
。
し
か
し
、
東
西
冷
戦
が
緩
和
さ
れ
、
韓
国
の
経
済

発
展
や
民
主
化
が
進
展
す
る
に
つ
れ
て
、
ま
た
北
朝
鮮
の
政
治
体
制

の
特
異
性
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
よ
う
な
北
朝
鮮
一
辺

倒
の
政
策
は
国
民
的
な
支
持
基
盤
を
失
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、

政
府
・
自
民
党
の
北
朝
鮮
政
策
に
対
し
て
も
、
社
会
党
を
中
心
と
す

る
革
新
勢
力
は
そ
の
基
本
的
な
立
場
を
対
立
か
ら
補
完
へ
、
補
完
か

ら
協
調
へ
と
変
化
さ
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、

冷
戦
下
の
北
朝
鮮
政
策
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
安
保
政
策
を
め
ぐ
る
保

革
対
立
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
「
補
完
」
や
「
牽
制
」

は
そ
の
よ
う
な
国
際
要
因
よ
り
は
多
分
に
国
内
政
治
力
学
の
変
化
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
主
張
し
て
い
る
。

　
日
本
外
交
に
と
っ
て
、
北
朝
鮮
政
策
ほ
ど
長
期
に
わ
た
っ
て
激
し

い
論
争
に
さ
ら
さ
れ
た
テ
ー
マ
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
問

題
の
性
質
も
あ
っ
て
、
北
朝
鮮
政
策
に
関
す
る
学
術
的
な
研
究
も
大

き
な
制
約
を
受
け
て
き
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ク
な
分
析
記
事
を

別
に
す
れ
ば
、
そ
れ
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
学
術
論
文
は
数
え
る

ほ
ど
し
か
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
学
術
論
文
で
さ
え
、
日

本
の
北
朝
鮮
政
策
を
独
立
し
た
研
究
対
象
と
す
る
よ
り
は
、
主
と
し

て
国
際
関
係
論
的
な
観
点
か
ら
、
日
韓
関
係
や
米
朝
関
係
の
一
部
と

し
て
論
ず
る
傾
向
を
免
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
国
際
情
勢
や

南
北
対
立
の
変
化
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
も
、
政
府
・
自
民
党
、
社

会
党
、
共
産
党
な
ど
の
国
内
政
治
勢
力
の
政
策
に
焦
点
を
当
て
、
日

本
の
北
朝
鮮
政
策
の
形
成
を
国
内
政
治
力
学
の
観
点
か
ら
分
析
し
た

と
い
う
点
に
お
い
て
、
本
論
文
は
画
期
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
と

い
つ
て
よ
い
。

　
本
論
文
の
い
ま
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
一
九
四
五
年
の
朝
鮮
独
立
か

ら
一
九
九
〇
年
代
初
め
の
第
一
次
国
交
正
常
化
交
渉
ま
で
、
ほ
ぽ
半

世
紀
に
わ
た
る
北
朝
鮮
政
策
の
分
析
を
通
じ
て
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ

る
国
内
政
治
力
学
を
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
類
型
化
し
、
そ
の
構
造
的
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な
変
化
を
論
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
鳥
諏
図
的
な
研
究
成

果
は
明
確
な
問
題
意
識
と
持
続
的
な
努
力
が
あ
っ
て
初
め
て
得
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
、
「
保
革
対
立
」
の
形
成
、
「
対
立
の
な
か
の
補
完
」
、

そ
し
て
「
協
調
の
な
か
の
牽
制
」
と
い
う
類
型
化
に
は
、
外
国
人
研

究
者
と
し
て
の
視
点
が
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
日
本
人

研
究
者
が
成
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
達
成
し
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
本
論
文
に
も
将
来
へ
の
課
題
が
存
在
し
な
い
わ
け
で
は

な
い
。
例
え
ば
、
著
者
は
「
日
本
の
北
朝
鮮
政
策
は
、
既
存
の
研
究

で
主
張
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
単
に
外
部
的
要
因
、
す
な
わ
ち
ア
メ

リ
カ
の
北
東
ア
ジ
ア
政
策
や
南
北
朝
鮮
関
係
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
よ
り
は
、
そ
れ
ら
を
背
景
と
し
な
が
ら
も
、
主
に
国
内

政
治
の
力
学
構
造
の
な
か
で
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
」
と
主
張
し

て
い
る
が
、
外
部
的
要
因
と
内
部
的
要
因
を
二
元
的
に
対
立
す
る
も

の
と
考
え
る
必
要
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
ら
の
二
つ
の
要
因
が
相

互
に
影
響
し
合
っ
て
、
日
本
の
北
朝
鮮
政
策
を
形
成
し
て
い
る
と
み

る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
よ
り
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
は
、
実
際
の
北

朝
鮮
政
策
の
形
成
に
お
い
て
外
部
的
要
因
と
内
部
的
要
因
が
ど
の
よ

う
に
結
合
し
た
か
で
あ
る
。
そ
れ
が
明
確
に
説
明
さ
れ
た
と
き
、
日

本
の
北
朝
鮮
政
策
に
関
す
る
辛
貞
和
君
の
研
究
は
外
交
政
策
研
究
と

し
て
完
成
し
、
よ
り
大
き
な
説
得
力
を
も
つ
に
違
い
な
い
。

　
辛
貞
和
君
が
提
出
し
た
学
位
請
求
論
文
は
以
上
の
よ
う
な
課
題
を

抱
え
て
い
る
が
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
な
大
き
な
業
績
か
ら
み
て
、

そ
の
こ
と
は
決
し
て
本
論
文
の
価
値
を
大
き
く
減
ず
る
も
の
で
は
な

い
。
我
々
審
査
員
一
同
は
辛
貞
和
君
に
法
学
博
士
（
慶
鷹
義
塾
大

学
）
を
授
与
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
す
る
。
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